
( 1 ) 第1号 日中対学技術交流協会事務局連絡報   1978(昭 ,53)年 2月切日

日
中
科
学
技
術
交
流
協
会

第

一
回
常
任
理
事
会

第

一
回
常
任
理
事
会
は

一
月
十
八
日

（
水
）
午
後

一
時
半
か
ら
四
時
ま
で
東
京
青
山

・
日
や
経
済
協
会

会
議
宣
で
行
わ
れ
た
。

有
山
素
孝
会
長
、
茅
誠
司
、
和
達
清
夫
、
朝
永
振

一
郎
、
奥
田
東
、
野
上
茂
吉
郎
、
高
取

一
弟
、
回
村

二
郎
の
各
常
任
理
事
、
田
中
脩
二
郎
、
村
瀬
武
と
の

常
任
理
事
会
参
与
、
法
戸
欧
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。

会
議
は
事
務
報
告
、
事
業
計
画
、
財
政
、
常
任
理

事
補
充
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

事
務
報
告
は
設
立
総
会
以
後
の
入
会
者
、
設
立
の

裟
拶
ま
わ
り
、
駐
日
中
国
大
使
館
か
ら
科
学
技
術
刊

行
物
の
寄
贈
が
あ

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
。

事
業
計
画
は
日
中
村
学
技
術
変
流
の
基
本
的
方
針

に
つ
い
て
。

財
政
は
会
の
財
政
的
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
に
奏

助
会
員

（
法
人
）
を

つ
の
る
。

竹
任
理
事
に
近
藤
次
郎
、
橋

日
隆
吉
氏
を
新
た
に

選
任
す
る
。

第
二
回
常
任
理
事
会
を
二
月
二
十
二
日

（
水
）
午

後

一
時
半
か
ら
四
時
ま
で
開
催
し
、
引
続
き
今
年
の

事
栄
計
画
に
つ
い
て
、
事
業
計
画
を
遂
行
す
る
た
め

の
幹
事
の
選
仁
に
つ
い
て
な
ど
に
つ
い
て
審
議
す
る

こ
と
を
決
め
た
。

二
月
二
日
、
来
日
中
の
中
国

礼
子

（
名
古
屋
市
立
大
学
）
、
高
山
明
子
、
原
康

夫

（
筑
波
大
学
）
、
藤
井
綾
子

（
四
目
工
業
技
術

試
験
所
）
、
前
田
坦

（
京
都
大
学
）
、
村
田
徳
治

（
循
環
資
源
研
究
所
）
、
森
川
清

（
日
揮
）

工
学

・
越
智
俊
夫

（
阪
神
高
速
道
路
公
田
）
、
杉
本

光
男

（
埼
玉
大
学
）
、
鈴
木
斐
推

（
日
本

エ
フ
エ

ル
ネ
ミ
ス
）
、
新
藤
正
信

（新
光
電
業
）
、
高
橋

平
八

（
日
本
パ
ー
カ
ラ
イ
ジ
ン
グ
）
、
口
や
崇

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
）
、
宮
田
真
言

（
山
日
大
学
）
、
中
尾
智
二
郎

（
東
京
タ
ン
グ
ス

テ
ン
）
、
西
沢
潤

一

（
東
北
大
学
）
、
塙
揮
整

大
阪
大
学
）
、
山
崎
良
雑

（
山
崎
電
機
工
業
）

捜
学

・
石
谷
孝
佑

（
査
品
総
合
研
究
所
）
、
金
沢
幸

三

（
野
菜
説
験
場
）
、
高
橋
高
右
術
開

（
北
海
道

大
学
）
、
回
中
稔

（
青
森
県
庁
）
、
橋
爪
正
男

医
学

・
石
田
名
看
離

（東
北
大
学
）
、
高
安
久
雄

山
梨
大
学
）
、
武
谷
健
二

（
九
州
大
学
）

一
般

・
釜
井
卓
三
、
塩
谷

一
大
、
認
佐
強
、
徳
間
康

快
、
福
島
慎
太
郎
、
永
原
明
窓
、
村
瀬
武
と
、
若

原
宮
夫

　

（
会
員
　
二
五
四
名
）

二
月
二
十
二
日

（
水
）

の
第
二
回
常
任
理
事

会
は
、
事
業
計
画
、
交
流
計
画
な
ど
に
つ
い
て

審
議

い
た
し
ま
す
。

会
員
諸
氏
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
ど
う
ぞ
事

務
局
に
お
寄
せ
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

王応陳中国科学院上海生物化学

研究泳詩糧審山中国科学院アジ

7ア フリカ処長が事務所に来訪

設
立
総
会
以
後
入
会
さ
れ
た
個
人
会
員

理
学

・
大
野
久
雄

（
気
盛
庁
）
、
欲
日

一
郎
、
高
橋

蟹絡

財
東
京
都
港
区
赤
坂
四
丁
目
三
番
三
０
，

横

川

ピ

ル
日
中

協

会

内

電
話

　

（
〇
三
）
五
八
五
―
八
七

一
〇
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日
日
経
　
日
日
日
外
　
文
　
科
通
日
新

符浩大使,陳抗参事官,賀法嵐
一争書

記官
岡崎嘉平太代表世話人
渡辺弥栄司理事長
士光敵夫会長
古藤利久三専務理事
白上吾実事務局長
赤崎治付任委員,奥村伝吉郎事務局長
宮崎世民理事長,
有回圭輔京務次官
田島高志中国課長
木田宏事務次官
井内慶次郎学術国際局長
伊原義行事務次官,杉 浦博振興局長
窪田雄男院長
森田発九専務理事
稲山嘉覚会長

有山 越笥 朝玉田村

有山,赳智,朝求

有山,t r 8永

有山 鴨 朝永, 鹿取

有山 朝永 鹿惑
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立 挨 拶

二 十
六 八
日 日

協術

十

二

月

十

七

日

二

二

日

一
言
二
日

二

四

日

二

八

日

一

月

五

日

十

一
日

十
七
日

事

務

局

日

誌

日
中
科
学
技
術
変
流
協
会
設
立

あ
い
さ
つ
ま
わ
り

（
別
　
稿
）

あ
い
さ
つ
ま
わ
り
　
　
″

会
員
に
総
会
資
料
発
送

中
国
科
学
院

ｏ
中
国
科
学
技
術
協

会
に
設
立
の
連
絡
と
日
中
科
学
技

術
交
流
協
会
設
立
総
会

へ
の
祝
電

お
礼
状
を
発
送

■
務
所
納
め

打
務
所
開
き

年
賀
状
　
国
内
二
十
通
　
日
外
、

中
国
科
学
院
、
中
国
科
学
技
術
協

会
、
中
日
友
好
協
会
、
新
華
社

中
国
科
学
機
器
代
表
団
歓
迎
レ
ｔ

ブ
シ

ヨ
ン
　
と
継
日
本
国
際
貿
易

促
進
協
会
　
有
山
会
長
、
鹿
取
、

日
村
竹
任
理
事
、
江
上
、
和
国
会

員
出
席

■
自
食
肉
輸
入
協
議
会
新
年
会

漆
戸
■
務
局
長
出
席

第

一
回
竹
任
理
事
会

支
部
省
非
内
慶
次
郎
学
術
国
際
局

長
、
手
塚
晃
審
議
官
と
日
中
科
学

技
術
変
抗
に
つ
い
て
態
談
　
有
山

会
長
、
和
建
常
任
理
事
出
席

一
一
月

一
一
日
　
こ
応
探
中
国
科
学
院
上
海
生
物
化

学
研
究
所
長
、
と
泰
山
中
国
科
学

院
フ
シ
ア
ア
フ
リ
カ
処
長
、
事
務

所
来
訪

〓
一
日
　
科
学
技
術
と
経
済

の
合
　
森
山
彰

一
専
務
理
事
い
吉
田
修
事
務
局
長

と
日
中
科
学
技
術
交
流
に

つ
い
て

窓
談
、
漆
戸
事
務
局
長
出
府

十

日
　
中
国
石
油
代
表
団
　
孫
敬
文
団
長

符
浩
大
使
主
催

レ
セ
プ

シ

ョ
ン

有
山
会
長
出
席

十
四
日
　
日
本
学
術
振
興
会
　
天
城
勲
理
事

二
、
笠
木
二
郎
ヽ
務
理
事
と
日
中

科
学
技
術
交
流
に
つ
い
て
懇
談

有
山
会
長
、
漆
戸
事
務
局
長
出
席

米
中
学
術
交
流
委
員
会
か
ら
の
連
絡

米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
、
学
協
会
審
議
会
、
社
会

科
学
研
究
審
議
会
に
よ
る
米
中
学
術
交
流
委
員
会
よ

り
二
月
八
日
付
で
本
協
会
々
長
宛
来
信
お
よ
び
数
冊

の
訪
中
報
告
書
、
対
中
交
流

二
一
―
ス
・
レ
タ
ー

一

鋼
い
な
ど
の
資
料
送
付
が
あ

っ
た
。
書
信
に
は
本
協

会
設
立
に
つ
い
て
祝
意
を
述
べ
、
同
委
員
会
の
沿
革
、

事
業
歴
、
事
業
計
画
、
報
告
書

一
覧
を
紹
介
し
、
訪

中
米
科
学
者
が
束
京
滞
在
や
に
日
本
科
学
者
と
討
議

す
る
こ
と
は
ど
う
か
な
ど
の
提
案
が
記
さ
れ
て
い
た
。

同
委
員
会
は
昨
年
六
月
代
表
団

（
団
長

ハ
ン
ド
ラ
ー

米
国
科
学
ア
カ
デ
ヾ
―
総
裁
）
が
訪
中
し
た
。


